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Town Topicsまちの話題
多様な観光情報の発信に

久しぶりの大会で心を一つに

手作りのごみ箱を寄贈

元気・笑顔・思いやりの心を育てる

JAF、観光協会、町と観光協定を締結

豊浦シーガルス、少年野球大会で優勝

商工会女性部の地域貢献に感謝

豊浦ジュニアチアリーディングクラブ

　11月17日、役場にて豊浦町と一般社団法人日
本自動車連盟（JAF）と一般社団法人噴火湾とよ
うら観光協会で観光協定を締結しました。
　JAFは現在、全国に2千万人以上の会員がおり、
町のドライブ情報の発信など、地域振興にも積極
的に取り組まれています。
　今後は協定に基づきJAFの会報誌やホーム
ページなどで、豊浦町の観光情報の発信などを予
定しています。

　11月6日、7日、町民グラウンドにおいて「第36
回近隣市町村少年野球豊浦大会（第31回道新旗争
奪）」が行われました。
　大会は、伊達市、洞爺湖町、豊浦町から7チーム
が参加し、2日間にわたり熱戦が繰り広げられ、
10月末で緊急事態宣言が解除された直後の大会
において団員が一致団結し、見事、豊浦シーガル
スが優勝しました。

　11月12日、豊浦町介護老人保健施設やまびこ
に豊浦町商工会女性部より、新聞紙とチラシで作
製したごみ箱が手渡されました。
　商工会女性部では、コロナ禍で事業ができない
中で、「地域のために継続的に何かできないか」と
話し合い、新聞紙とチラシで作ったごみ箱1,500
枚をやまびこに寄贈しました。
　ごみ箱を受け取った菅野師長は、「大変ありが
たい。施設内で使用していきたい。」と話していま
した。

　11月3日、千歳市にて「北日本チアリーディン
グフェスティバル」が行われ、豊浦ジュニアチア
リーディングクラブ「Daisies（デイジーズ）」が参
加しました。
　デイジーズは、大学時代に選手だった経験を活
かし洞ケ瀬香織さん（東雲町）が講師となり、開設
から3年目を迎え「体力の向上」だけではなく「礼
儀や協調性、思いやりの心」を育みながら活動し
ています。
　今後も皆さんの活躍を期待しています！

▲菅野師長（左）に手作りのごみ箱が手渡されました

▲笑顔でポーズを決めるデイジーズの皆さん

▲観光協会、豊浦町、JAFで観光協定を締結

▲皆で記念撮影。優勝おめでとうございます！


